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東京・青山での児童扶養手当

削減反対集会に集まった母親

と子どもたち。「離婚講座」

とハンドの時代は終わったと

しても女性の自立はまだまだ

です。

（撮影：円より子）
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■持続は力と言われてきました。離婚に対する偏見と差

別の強かった時代に、ニコニコ離婚講座とハンド・イ

ン・ハンドの果たした役割は大きかったと思います。女

性たちに元気を与え、女性が結婚出産後も働き続けるこ

とのできる社会が確実に広がり、離婚は特別の問題では

なく、女性たちすべての問題（女性の労働、年金、税制

等）と密接に関わるのだと認識もされてきました。

■それと同時に講座の案内は新聞に出なくなり、受講者

もハンドの会員も減り続けました。先日、大阪のハンド

の会合で「以前は、子どもを保育園に迎えに行って帰宅
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し、ポストにハンドの会報誌を見つけると嬉しくてすぐ

に開封し、食事の用意より先に読んでしまったものでし

た。今は、ああ、来てるわ、あとで読もうと思うように

なった」と聞いて、とてもショックでした。

■多くの人が離婚を卒業し、落ちついてきたのだと言え

ますが、今のハンドは待ち望まれているものではないの

も事実。求められた時代は過ぎたのだと認識し、やめる

べきか、いや、まだまだやるべきことがあるとがんばる

か、いやはや悩みの多いこの頃です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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■H・S（神奈川・40歳）児童扶養手当は、受け取

らずに生活できるのであれば、それが一番望ましいこ

とであり、支給されなければ大変な状況であるからこ

そ受けているという事実が、理解されていないのでは

ないかと思います。これからもハンドの活動を少しで

も支援させて頂きつつ、自分自身も前向きにやってい

きたいと思います。

■O・Y（兵庫県・？歳）海外支援、無償援助という

ことが毎日のようにニュースで聞かれます。そんなと

ころに莫大なお金を使っているのに、母子家庭への予

算削減は許せません。母子家庭の収入は少なく、子ど

もがかわいそうです。子どもの権利だと思います。

　両親が働いても、雇用は不安で厳しい時代なのに、

母子家庭は何もかも母親（私）一人の肩にかかってい

ます。月4万円程でも安定して入る収入は、必要であ

りがたいと思います（私は別居中なのでもらっていま

せんが）。

　子どもが熱を出すと、パートだと収入は減ってしま

います。子どもを一人で育てながら働くのですから、

働くにも制約があります。もっと収入を増やしたいと

思っても、思う存分働けません。これも子どもと自分

の生活を守っていくためです。削減は絶対反対！！

■K・S（岩手・？歳）ひとり親とその子ども達がよ

り良く暮らせることを考えるのではなく、児童扶養手

当予算を減らすことだけをみて、声を挙げにくいとこ

ろに真っ先にしわ寄せがきたとしか考えられないやり

方です。

　ひとり親の実態を知ろうともしないやり方に、本当

に腹が立ちます。12月30日付の朝日新聞には、「母子家

庭の就労意欲を促すという名目」うんぬんと書いてあり

ました（「何だ、それは」と子どもも怒っていました。）

　皆、必死で働いています。それでも年収が少ないの

は、社会の構造の問題です。「反対」という意思表示

は、大きい声にしなければと思います。

■S・M（東京・？歳）離婚してから7年経ちました

が、本当に母子世帯は経済的、精神的にも大変だと痛

感しています。昨年の10月に自営の会社を廃業し、そ

れからパートもいくつかして、現在は消費者金融会社

で事務をしています。

　娘が中1で、これからお金がかかるので、ぜひこの

署名が生きたものになり、案が撤回されることを切に

願っています。

■M・Y（大阪・？歳）会報を見てびっくりしました。

削減のことは全く知らず、ショックでした。すぐに署

名を集めて回りましたが、何が何だか未だにわからな

い感じです。あきらめるのは嫌だけど、闘い方がわか

らないのも事実です。子ども達に普通の生活をさせる

のになくてはならない制度です。どのように声を挙げ

れば良いのでしょうか？

■N・M（三重・？歳）離婚が増え、財政が苦しくな

るのはわかります。しかし現行の所得制限でさえキツ

イのに、年収130万円なんてばかげている。元夫はも

うすぐ年金受給者です。養育費はもらっていません。

義務を果たさない人に対して何も取り締まらないの

に、所得のない人間に対して取り締まるなんて、やは

りお金持ちの考えることだ。

　働き盛りの人間でさえリストラの時代。母子家庭の

母親なんて、第一のリストラの対象なのです。生活保

護も車があると受給できない。児童扶養手当を受給し

てても生活は苦しいのです。私達ばかり取り締まらず、

養育費を支払わなければならない人間に対して、もっ

と厳しく対処せよ！　私達に死ねと言っているのと同

じだ！！支給を抑制するなら、男性と同じ位の給料を

下さい。パート代、手当を足しても、男性一人の給料

には追いつかないのです。その中で生活しているので

す。現実を考えよ！　現場の声を聞け！　反対！！

■Y・A（福島・39歳）児童扶養手当はまさに命綱
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です。削減案撤廃に向けての活動、応援しています。

■1・Y（愛知・？歳）会報を見て仰天しました。児

童扶養手当の改悪、またですか。弱い所から削減して

いくのは政府の常套手段ですね。現在受給中ですが、

これで終わりでしょう。

　元夫の借金の整理のため、離婚後も夫の家に残って

いた理由を民生委員に証明してもらうようにとか、現

況届の度の「どうして父親から養育費をもらえないの

か」。養育費を払う男でなかったから離婚したんじゃ

ないの。「どうして親からの援助がないのか」。何故に

老親が30歳をとうに過ぎている大人を援助しなきやな

らんのか。「つき合っている人はいませんね。いれば

それは経済的援助を受けているとみなします」。何

で？　こんなプライベートなことまで聞かれるのはど

うして？等々、人をバカにしているとしか思えない対

応に嫌気がさし、「要りません！」と席を蹴って帰っ

て来れたらどんなにスカッとするかと思いました。

　アンケートで養育費を払っている父親が多いのに意

外な気がしています。私の元夫は払うと言いつつ、振

り込みは2回でストップ。「サラリーマンだったら給

料から天引きされるとか措置が取られるから、俺は就

職しないんだ。自営ならどうとでもできる。取れるも

のなら取ってみろ」と、にやにやしながら言った元夫の

顔が忘れられません。憎しみからは何も生まれないと

言いますが、「地獄に堕ちろ」と呪わずにいられません。

　政府は、まず狡猜に立ち回る父親からお金を取り上

げて、子どもに回るようにしてほしい。前回の所得制

限引き下げの時に役所に理由を聞いたら、「不正受給

者がいますからねえ」でした。だったら不正受給者を

徹底的に洗い上げて金額を返還させて、その結果と方

策を私達に開示して下さい。当局が何も動かず、見せ

しめのためだけに真面目な受給者にしわ寄せが行くよ

うなことはやめて下さい、と言いたかった。女コドモ

の問題だとか、その程度の認識なんでしょうか。法治

国家ならばevidence（証拠）でものを言ってほしい。

■T・K（埼玉・？歳）別居して4年、やっと去年の

ll月に離婚が成立し、児童扶養手当の申請中です。別

居後、住み込みの寮母として手取り15万円で娘と暮ら

しています。元夫は娘とは会いながら、養育費は払わ

ない人でした。娘が奨学生のうちはどうにか生活でき

ましたが、中学生になると教育費が増え、思いあまっ

て市役所に相談に行きました。しかし、父親と連絡が

取れているのであれば、児童扶養手当は出ないと言わ

れました。

　本来なら、収入のある父親が相当の養育費を負担す

べきだと思いますが、それを認めず、父親だから子ど

もと会う権利があると言う人もいるのです。父親が養

育費を払うような法律を作ってほしいです。

　教育費は、中学、高校と段々増えます。子どもの夢

をあきらめさせたくなくて、必死で頑張っています。

嵐嵐懸んでいる伸纏劇務

■M・K（愛知・37歳）会合に出席して、僕だけ悩

んでいるのではなく、「皆、皆、悩んでいる仲間たち」

と思いました。

　僕の悩みは、大好きな子ども（5歳と4歳の息子）

と会えないこと、妻としぶしぶ別れて、公正証書でし

た親権者は僕、月1、2回の面接交渉の取り決めも、

申し立てさせられ、もう2度と子どもたちに会えない

のか？という不安、不安…。

　妻の再婚等、妻に好きな人が現れ、離婚させられ、

子どもまで取られ、会わせてくれない。世の中という

のは…と思っていました。

　会合に参加して、これからどうするか？という結論

は晦ませんが、心（気持ち）が少し楽になりました。

仕事の傍ら、「道化師一座」の座長として名古屋の養

護施設などに慰問をしたりしています。一度ハンドの

子どもたちにも見せたいと思います。これから「勇気」

を持って頑張りたいと思います。

■M・A（大阪・46歳）今年の春、一人息子が大学

を卒業して大阪を離れ、東京に行ってしまいました。

何とも言い様のない淋しさに襲われています。

　47歳で、週3日の仕事しかなく、経済的に自立でき

なくて困っています。今までは派遣で働いていました

が、昔のような条件の良い仕事を見つけるのは困難で

す。でも何の仕事も無いよりマシと、今の仕事を大事

▲昨年、表紙の絵を描いて下さった浅野照子さんの作品
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　児童扶養手当を削減する案が大綱として3月8日

（金）に厚生労働省より出されました。この大綱の詳し

い内容を聞き、問題点を議論しようと、3月14日（木）

院内集会を行いました。主催は前回と同じ当事者団体

「ハンド・イン・ハンドの会」「しんぐるまざあず・ふ

お一らむ」「母子家庭共和国」。今回は、厚生労働省に

も与党の国会議員にも来てもらうため、「母子家庭支

援策の勉強会」という形で、「私たちのほしい母子家

庭対策」をテーマに開催。

　まず、講師による母子家庭支援策についてのパネル

ディスカッションを。東洋大学の森田明美教授に大綱

の中身と問題点を、愛知県立大学の須藤八千代助教授

には、社会福祉事務所でのソーシャルワーカーとして

の長い経験から、自治体の母子家庭対策の対応やその

問題点について、榊原富士子弁護士には、養育費支払

い確保の制度についてお話し頂きました。

　そして、当事者3団体から「私たちのほしい母子家

庭対策」を訴えました。ハンドの会のKさんは養育費

について、①養育費の支払い義務を母子寡婦福祉法に

明記しても実効性はないこと。②養育費の所得への算

入は撤廃してほしいこと。③確実に働く場が確保され

る就労支援策。④病児保育、延長保育等の子育て支援

の拡充を要望。最後に厚生労働省より大綱について説

明を受け、質疑応答を行いました。

　国会議員12名を初め、85名の参加がありました。野

党の国会議員だけでなく、公明党の厚生労働委員会理

事を務める福島豊衆議院議員も駆けつけ、エールを贈

って下さいました。

　マスコミも14名参加。勉強会終了後に記者会見も。

　請願署名も3団体で約2万通集まり、厚生労働委員

会所属の各党議員を中心に窮状を訴えて回り、紹介議

員として衆参議長宛に提出して頂いています。

　大綱の内容ですが、初めに聞いていた①「年収120

　　　　　★母子家庭110番★
　　5月9日（木）、10日（金）19＝00～22＝00

　　5月11日｛土）13＝00～19：00

　　ftO3－3261－1835．　03－3261－1836

　失業や収入減！　アパート入居や住宅ローンの

問題。養育費と面接交渉。子どもの不登校、ひき

こもり。そしてあなたの恋愛問題、何でも結構。

もちろん離婚前の相談も結構です。お電話、お待

ちしています。

　また、電話カウンセラー養成講座基礎コースを

7月に開講。表記事務局向井、橋本までお問い合

わせを。

万円から減額する」が、「年収130万円」に変わってい

ました。また、②「支給期間を5年間にする」という

ことだったのが、「支給期間が5年を超える場合、手

当の一部停止」で、「半額以下には下げない」という

内容に変わっていました。昨年末から、3団体で運動

を続けてきた成果が少しはあったのではと思います。

　3月17日（日）には3団体で、街頭行動を行いました。

青山の「クレヨンハウス」前に集合し、「こどもの城」

までを、ゆっくりと練り歩きました。当日はとても良

い天気で、空が青く澄み渡り、皆ピンクのシャツやバ

ンダナを身につけ、横断幕を持ち、鈴やでんでん太鼓、

タンバリンなどの鳴り物を持って、賑やかに、道行く

人に「母子家庭の生きやすい社会はみんなが生きやす

い社会を創る！」「シングルマザーの子どもたちに未

来を！」と訴えて歩きました。

　「子どもの城」前で、一人ひとりがマイクを持って

母子家庭の窮状を訴え、児童扶養手当削減反対の請願

署名を集めたり。学生ボランティアのピエロのお兄さ

ん、お姉さんが、風船を使ったパフォーマンスをした

り。ギターのお兄さんを2人連れてきてくれたハンド

の会員は替え歌で削減反対を歌ってくれました。

　平成14年度の予算案は通ってしまい、年収130万円

からの減額は行われてしまいますが、「支給期間5年

間で減額」、就労支援策、子育て支援策等、審議の行

方をしっかり見守っていかなければと思います。
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